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(57)【要約】
【課題】戸パネルの不所望な変形を防止することによっ
て戸パネルの意匠性が損なわれるのを防止できると共に
、戸パネル固定部の「ガタツキ」を効果的に防止でき、
しかも該戸パネル固定部を戸パネルに確実に固定できる
ピボット蝶番の取付構造を提供する。
【解決手段】開口部14の枠体16に固定される枠体側取付
部材22と、戸パネル18に固定される戸パネル固定部32を
有する戸パネル側取付部材24とを備えたピボット蝶番12
の取付構造10であって、戸パネル18における枠体16への
取付側の側面18aには、水平嵌合穴20aが形成されると共
に、同側の底面18ｂ及び天面の少なくとも一方には、戸
パネル18の内部で水平嵌合穴20aと連通する垂直嵌合穴2
0bが形成されており、戸パネル固定部32が、水平嵌合穴
20aに嵌挿される水平嵌合片32aと、垂直嵌合穴20bに嵌
挿され、戸パネル18内で水平嵌合片32aに連結する垂直
嵌合片32bとで構成されていることを特徴とする。
【選択図】図６
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　開口部に設けられた枠体への固定用の枠体固定部を有する枠体側取付部材と、前記開口
部を開閉する矩形板状の戸パネルへの固定用の戸パネル固定部を有する戸パネル側取付部
材とを備え、前記枠体側取付部材又は前記戸パネル側取付部材の一方はピボットを有して
おり、且つ他方は前記ピボットを回動自在に受け入れる軸受体を有しているピボット蝶番
の取付構造であって、
　前記戸パネルにおける前記枠体への取付側の側面には、水平嵌合穴が形成されると共に
、前記戸パネルにおける前記枠体への取付側の底面及び天面の少なくとも一方には、前記
戸パネルの内部で前記水平嵌合穴と連通する垂直嵌合穴が形成されており、
　前記戸パネル固定部が、前記水平嵌合穴に嵌挿される水平嵌合片と、前記垂直嵌合穴に
嵌挿され、前記戸パネル内で前記水平嵌合片に連結する垂直嵌合片とで構成されているこ
とを特徴とするピボット蝶番の取付構造。
【請求項２】
　前記戸パネル側取付部材が、前記ピボット又は前記軸受体の一方を備え、前記戸パネル
固定部に着脱可能に取り付けられる水平板部を有することを特徴とする請求項１に記載の
ピボット蝶番の取付構造。
【請求項３】
　前記戸パネル固定部には、前記水平嵌合片の表面側から操作して前記水平板部の取付位
置を調節する位置調節機構が設けられていることを特徴とする請求項２に記載のピボット
蝶番の取付構造。
 
 
 
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、住宅内の部屋または収納等の開口部を開閉する戸パネルを回動自在に支持す
るためのピボット蝶番の取付構造に関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来のピボット蝶番の取付構造の一例が特許文献１に開示されている。このピボット蝶
番の取付構造１は、図９及び図１０に示すように、開口部２に設けられた枠体３に取り付
けられた枠体側取付部材４と、戸パネル５に取り付けられた戸パネル側取付部材６とで構
成されている。
【０００３】
　枠体側取付部材４は、枠体３に固定された枠体固定部４ａと、枠体固定部４ａの下部か
ら水平方向へ延びて形成されたピボット支持部４ｂと、ピボット支持部４ｂの上面から上
方へ突出して形成されたピボット４ｃとを有しており、枠体固定部４ａが固定ねじ７を用
いて枠体３に固定されている。
【０００４】
　戸パネル側取付部材６は、戸パネル５の下端部に固定された戸パネル固定部６ａと、戸
パネル固定部６ａの下部から水平方向へ延びて形成された軸受体支持部６ｂと、軸受体支
持部６ｂの上面に取り付けられた軸受体６ｃとを有しており、軸受体支持部６ｂには、軸
受体６ｃの内部空間と連通する貫通孔（図示省略）が形成されている。
【０００５】
　そして、軸受体６ｃにピボット４ｃが下方から嵌入されており、戸パネル固定部６ａが
戸パネル５の下端面５ａから幅方向端面５ｂに亘って開口された掘り込み部９に嵌入され
ており、戸パネル固定部６ａが２本の固定ねじ８を用いて戸パネル５に固定されている。
【特許文献１】特開２００６－２９１５４５号公報
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【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
　従来のピボット蝶番の取付構造１(図９)では、戸パネル５に形成された掘り込み部９が
戸パネル５の下端面５ａから幅方向端面５ｂに亘って開口されていたため、戸パネル５の
厚み方向において対向する堀り込み部９の２つの壁部９ａ及び９ｂは、その厚みが薄く、
応力によって変形し易いものとなっていた。そのため、戸パネル５の開閉動作を繰り返す
と、図１０に示すように、戸パネル固定部６ａから壁部９ａ及び９ｂに作用する力によっ
て壁部９ａ及び９ｂが外側へ変形され、戸パネル５の意匠性が損なわれるという問題があ
った。
【０００７】
　また、このように壁部９ａ及び９ｂが外側へ変形されると、これらの内面と戸パネル固
定部６ａの外面との間に隙間が生じるため、堀り込み部９の内部において戸パネル固定部
６ａに「ガタツキ」が生じるおそれがあった。
【０００８】
　さらに、従来のピボット蝶番の取付構造１では、掘り込み部９に戸パネル側取付部材６
を固定する際に、戸パネル固定部６に固定ねじ８を貫通させ、当該固定ねじ８を戸パネル
５にねじ込むようにしていたが、戸パネルがＭＤＦなどの「ねじ保持力」が弱い材料から
なる場合には、固定ねじ８を十分に保持することができず、戸パネル側取付部材６を戸パ
ネル５に確実に固定できないという問題があった。
【０００９】
　それゆえに、本発明の主たる課題は、戸パネルの不所望な変形を防止することによって
戸パネルの意匠性が損なわれるのを防止できると共に、経年による戸パネル固定部の「ガ
タツキ」を効果的に防止でき、しかも該戸パネル固定部を戸パネルに対して確実に固定で
きるピボット蝶番の取付構造を提供することである。
【課題を解決するための手段】
【００１０】
　請求項１に記載した発明は、
(a)開口部１４に設けられた枠体１６への固定用の枠体固定部２６を有する枠体側取付部
材２２と、
(b)開口部１４を開閉する矩形板状の戸パネル１８への固定用の戸パネル固定部３２(６２
)を有する戸パネル側取付部材２４(６０)とを備え、
(c)前記枠体側取付部材２２又は前記戸パネル側取付部材２４の一方はピボット３０を有
しており、且つ他方は前記ピボット３０を回動自在に受け入れる軸受体３６を有している
ピボット蝶番１２の取付構造１０であって、
(d)前記戸パネル１８における前記枠体１６への取付側の側面１８ａには、水平嵌合穴２
０ａ(２１ａ)が形成されると共に、前記戸パネル１８における前記枠体１６への取付側の
底面１８ｂ及び天面の少なくとも一方には、前記戸パネル１８の内部で前記水平嵌合穴２
０ａ(２１ａ)と連通する垂直嵌合穴２０ｂ(２１ｂ)が形成されており、
(e)前記戸パネル固定部３２(６２)が、前記水平嵌合穴２０ａ(２１ａ)に嵌挿される水平
嵌合片３２ａ(６２ａ)と、前記垂直嵌合穴２０ｂ(２１ｂ)に嵌挿され、前記戸パネル１８
内で前記水平嵌合片３２ａ(６２ａ)に連結する垂直嵌合片３２ｂ(６２ｂ)とで構成されて
いる、
ことを特徴とするピボット蝶番１２の取付構造１０である。
【００１１】
　本発明では、戸パネル１８における前記枠体１６への取付側の側面１８ａに水平嵌合穴
２０ａ(２１ａ)が形成されると共に、戸パネルにおける前記枠体１６への取付側の底面１
８ｂ及び天面の少なくとも一方に戸パネル１８の内部で水平嵌合穴２０ａ(２１ａ)と連通
する垂直嵌合穴２０ｂ(２１ｂ)が形成されている。これらの嵌合穴２０ａ(２１ａ)，２０
ｂ(２１ｂ)は前記の通り戸パネル１８の内部で連通しているので、戸パネル１８における
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前記枠体１６への取付側の側端面１８ａと底面１８ｂ或いは天面とが交差する角部１８ｃ
は切り欠かれていない。従って、戸パネル１８の厚み方向において対向し、水平嵌合穴２
０ａ(２１ａ)及び垂直嵌合穴２０ｂ(２１ｂ)を構成する２つの壁部１８ｘ及び１８ｙは、
戸パネル１８の角部１８ｃにて連結・補強されることになり、厚み方向において対向する
２つの壁部１８ｘ及び１８ｙが不所望に変形されることがない、つまり、水平嵌合穴２０
ａ(２１ａ)及び垂直嵌合穴２０ｂ(２１ｂ)の形状が変わることがない。このため、戸パネ
ル１８の意匠性が損なわれるのを防止できると共に、各嵌合穴２０ａ(２１ａ)，２０ｂ(
２１ｂ)と、これに嵌合した戸パネル固定部３２(６２)との間で「ガタツキ」が生じるの
を防止することができる。
【００１２】
　また、戸パネル固定部３２(６２)が、水平嵌合穴２０ａ(２１ａ)に嵌挿された水平嵌合
片３２ａ(６２ａ)と、垂直嵌合穴２０ｂ(２１ｂ)に嵌挿され、戸パネル１８内で水平嵌合
片３２ａ(６２ａ)に連結する垂直嵌合片３２ｂ(６２ｂ)とで構成されているので、戸パネ
ル１８に取り付けた戸パネル固定部３２(６２)の水平方向への移動が垂直嵌合穴２０ｂ(
２１ｂ)の内壁によって規制され、戸パネル固定部３２(６２)の垂直方向への移動が水平
嵌合穴２０ａ(２１ａ)の内壁によって規制されるようになる。つまり、水平嵌合穴２０ａ
(２１ａ)に嵌挿された水平嵌合片３２ａ(６２ａ)と垂直嵌合穴２０ｂ(２１ｂ)に嵌挿され
た垂直嵌合片３２ｂ(６２ｂ)とを戸パネル１８内で連結するだけで、戸パネル固定部３２
(６２)を戸パネル１８に固定することができる。このため、戸パネル１８がＭＤＦのよう
に「ねじ保持力」が弱い材料からなる場合であっても、戸パネル固定部３２(６２)を戸パ
ネル１８に固定することができる。
【００１３】
　請求項２に記載した発明は、請求項１に記載のピボット蝶番の取付構造１０において、
「戸パネル側取付部材２４が、ピボット３０又は軸受体３６の一方を備え、戸パネル固定
部３２に着脱可能に取り付けられる水平板部３４を有する」ことを特徴とするものである
。
【００１４】
　従来のピボット蝶番では、予め工場で戸パネルに戸パネル側支時部材を固定して出荷す
る場合、戸パネル側取付部材のピボット或いは軸受体が戸パネルの側面から飛び出してい
たので、梱包が複雑になり手間が掛かると共に、輸送の際に無駄な空間が生じるという問
題があった。
【００１５】
　これに対し、本発明では、戸パネル側取付部材２４が、ピボット３０又は軸受体３６の
一方を備え、戸パネル固定部３２(６２)に着脱可能に取り付けられる水平板部３４を有し
ている、つまり、ピボット３０又は軸受体３６の一方を備える水平板部３４が着脱可能で
あるため、工場出荷時には戸パネル１８に戸パネル固定部３２(６２)のみを取り付け、施
工現場で戸パネル固定部３２(６２)に水平板部３４を取り付けるようにすることができる
。このように、工場出荷時に水平板部３４を取り外すことによって、工場出荷時の戸パネ
ル１８には側面からピボット３０や軸受体３６が飛び出しておらず、該戸パネル１８の梱
包作業性を向上させることができる。又、輸送の際にはフラットな戸パネル１８を隙間な
く段積みして輸送することができるので、輸送効率を向上させることができる。
【００１６】
　請求項３に記載した発明は、請求項２に記載のピボット蝶番の取付構造１０において、
「戸パネル固定部３２(６２)には、水平嵌合片３２ａ(６２ａ)の表面側から操作して水平
板部３４の取付位置を調節する位置調節機構が設けられている」ことを特徴とするもので
、かかる位置調節機構を設けることにより、枠体１６に戸パネル１８を取り付けた状態で
、戸パネル１８の幅方向端面から当該戸パネル１８の位置調整を行なうことができるよう
になる。
【発明の効果】
【００１７】
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　本発明によれば、戸パネルの不所望な変形を防止することによって戸パネルの意匠性が
損なわれるのを防止できると共に、経年による戸パネル固定部の「ガタツキ」を効果的に
防止でき、しかも該戸パネル固定部を戸パネルに対して確実に固定できるピボット蝶番の
取付構造を提供することができる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１８】
　以下、本発明を図示実施例に従って詳述する。図１は、本発明が適用されたピボット蝶
番の取付構造（以下、「取付構造」と略す。）１０を示す斜視図であり、図２は、この取
付構造１０を構成する一実施例(第１実施例)のピボット蝶番１２を示す斜視図である。こ
の取付構造１０は、住宅内の部屋または収納等の開口部１４に設けられた枠体１６に対し
て戸パネル１８を回動自在に取り付けるものである。
【００１９】
　なお、図１に示す実施例では、開口部１４の下端部に設けられた取付構造１０を示して
いるが、同様の取付構造１０が開口部１４の上端部にも設けられている。このため、以下
の説明では、開口部１４の下端部に設けられた取付構造１０を中心に説明すると共に、上
端部に設けられたものについては当該説明を援用する。
【００２０】
　枠体１６は、図１に示すように、開口部１４の内側縁に配設された「縦枠」であり、枠
体１６の表面における幅方向中央部には、溝１６ａが上下方向へ延びて形成されており、
この溝１６ａには、棒状の戸当り１６ｂが取り付けられている。
【００２１】
　そして、この枠体１６の高さ方向下端部における戸パネル取付側には、後述するピボッ
ト蝶番１２における枠体側取付部材２２の枠体固定部２６を収納する掘り込み部１６ｃが
設けられている(図５参照)。
【００２２】
　戸パネル１８は、開口部１４を閉塞可能な大きさに形成された板状部材であり、この戸
パネル１８の枠体１６への取付側の側面１８ａには、後述する戸パネル側取付部材２４の
水平嵌合片３２ａが隙間なく嵌挿される水平嵌合穴２０ａが穿設されており、同じく枠体
１６への取付側の底面１８ｂには、戸パネル１８の内部で水平嵌合穴２０ａと連通し、戸
パネル側取付部材２４の垂直嵌合片３２ｂが隙間なく嵌挿される垂直嵌合穴２０ｂが穿設
されている(図１及び図６参照)。
【００２３】
　ここで、戸パネル１８の厚み方向にて対向し、水平嵌合穴２０ａ及び垂直嵌合穴２０ｂ
を構成する２つの壁部１８ｘ及び１８ｙは、戸パネル１８の枠体１６への取付側の側面１
８ａと底面１８ｂとが交差する角部１８ｃによって連結され、且つ補強されている。
【００２４】
　なお、戸パネル１８の構造としては、１枚の板材からなる「単板構造」や、戸枠の表裏
両面に表面板材を接合した「フラッシュ構造」等を任意に選択して用いることができる。
又、この戸パネル１８を構成する材料としては、合板、集成材、無垢材、ＭＤＦなどの木
質材料を挙げることができるが、水平嵌合穴２０ａ及び垂直嵌合穴２０ｂを穿設すること
ができ、且つ戸パネル１８として十分な機械的強度を有する材料であれば、前記のものに
限定されず如何なるものであってもよい。
【００２５】
　ピボット蝶番１２は、図１及び２に示すように、枠体１６に取り付けられる枠体側取付
部材２２と、戸パネル１８の高さ方向端部(図１の場合、下端部)に取り付けられる戸パネ
ル側取付部材２４とで構成されている。
【００２６】
　枠体側取付部材２２は、図３に示すように、枠体固定部２６と、ピボット支持部２８と
、ピボット３０とを有している。
【００２７】
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　枠体固定部２６は、縦方向に伸ばされた長方形を基本形状とする板状の部分であり、そ
の表面には、固定ねじ３１(図５参照)が挿通される複数（本実施例では４個）の貫通孔２
６ａが形成されている。
【００２８】
　ピボット支持部２８は、図３に示すように、枠体固定部２６の下端部から水平方向に延
びてこれと一体的に形成された細板状の部分であり、その長手方向一方端部は枠体固定部
２６の幅方向一方端面よりも外側に突出しており、当該突出部分の上面にピボット３０が
取り付けられている。
【００２９】
　ピボット３０は、図３に示すように、ピボット支持部２８の前記突出部分の上面から上
方へ突出して形成された円柱状の突起部である。
【００３０】
　戸パネル側取付部材２４は、図４に示すように、大略、戸パネル固定部３２と、水平板
部３４と、軸受体３６とで構成されている。
【００３１】
　戸パネル固定部３２は、戸パネル１８に堀設した水平嵌合穴２０ａ及び垂直嵌合穴２０
ｂに嵌合・固定される部材で、前記水平嵌合穴２０ａに嵌合する水平嵌合片３２ａと、垂
直嵌合穴２０ｂに嵌合される垂直嵌合片３２ｂとを有する。
【００３２】
　水平嵌合片３２ａは、水平嵌合穴２０ａに嵌合する横臥楕円柱状に形成されたブロック
状の部材で、図６に示すように、水平嵌合穴２０ａへの嵌挿方向奥側の端面には、水平嵌
合穴２０ａの奥部に形成された係合穴２０ｃに係合する抜け止め凸部３２ａ１が突設され
ており、水平嵌合穴２０ａへの嵌挿方向手前側の端面上部には、水平嵌合穴２０ａの入口
上部に堀設された係止受け部２０ｄに嵌め込まれる板状の係止部３２ａ２が設けられてい
る。この係止部３２ａ２には補助固定用のねじ３８が挿通される貫通孔４０が穿設されて
いる。
【００３３】
　また、水平嵌合片３２ａの底部は、垂直嵌合片３２ｂが嵌合する形状に切り欠かれると
共に、当該部分に嵌合した垂直嵌合片３２ｂを固定するための垂直嵌合片固定用雌ねじ部
４２及び後述する水平板部３４を固定するための水平板部固定用雌ねじ部４４が螺設され
ている。
【００３４】
　さらに、図示しないが、水平嵌合片３２ａの内部には、該水平嵌合片３２ａにねじ止め
される水平板部３４の取付位置を前後左右に微調整する位置調節機構が設けられており、
この位置調節機構が、水平嵌合片３２ａの水平嵌合穴２０ａへの嵌挿方向手前側の端面に
設けられた調節ねじ４６で調節できるようになっている。
【００３５】
　垂直嵌合片３２ｂは、垂直嵌合穴２０ｂに嵌合する略楕円柱状に形成されたブロック状
の部材で、該垂直嵌合穴２０ｂの内部で水平嵌合片３２ａの下部に嵌め込まれ、該水平嵌
合片３２ａと協働して戸パネル固定部３２を構成する。
【００３６】
　図６に示すように、この垂直嵌合片３２ｂには、内部の肉が大きく切り取られ、高さ方
向にて貫通した貫通孔４８が形成されると共に、垂直嵌合片３２ｂを水平嵌合片３２ａに
固定する際に、固定ねじ５０が挿通され、且つその頭部が係止されるねじ孔５２が穿設さ
れている。
【００３７】
　水平板部３４は、戸パネル固定部３２に着脱可能に固定され、戸パネル１８の底面１８
ｂに配置される板状の部材であり、その本体３４ａの外形は、水平板部３４が戸パネル１
８の底面１８ｂからはみ出ない大きさに設定されている。この水平板部３４の本体３４ａ
には、図６に示すように、固定ねじ５４が挿通される複数（本実施例では２個）の貫通孔
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５６が形成されており、垂直嵌合片３２ｂと連結する側の面には、垂直嵌合片３２ｂの貫
通孔４８に嵌め込まれる嵌合壁３４ｂが設けられている。
【００３８】
　また、本体３４ａにおける長手方向一端部の側面は、戸パネル１８の底面１８ｂから突
出するよう水平方向に延ばされて(図６に示す例の場合、水平板部３４の左端部から後方
へ延ばされて)軸受体支持部３４ｃが形成されている。そして、この軸受体支持部３４ｃ
には、ピボット３０が挿通されるピボット挿通孔５８が設けられると共に、軸受体３６が
取り付けられている。
【００３９】
　軸受体３６は、内部空間にピボット３０を回動自在に受け入れる円筒状の部材で、その
内径はピボット３０の外径よりも僅かに大きく設定されており、外径は軸受体支持部３４
ｃの先端縁の径とほぼ同じに設定されている。又、軸受体３６の高さは、ピボット３０の
高さよりも若干高く設定されている。
【００４０】
　以上のように構成された取付構造１０を用いて枠体１６に戸パネル１８を回動自在に取
り付ける際には、まず始めに、枠体１６の下端部に枠体側取付部材２２を取り付けると共
に、戸パネル１８の下端部に戸パネル側取付部材２４を取り付ける。また、枠体１６の上
端部に「他の枠体側取付部材」（図示省略）を取り付けると共に、戸パネル１８の上端部
に「他の戸パネル側取付部材」（図示省略）を取り付ける。
【００４１】
　枠体１６の下端部に枠体側取付部材２２を取り付ける際には、図５に示すように、ピボ
ット３０を枠体１６の戸パネル取付側の端面よりも前方に配置すると共に、枠体１６の掘
り込み部１６ｃに枠体側取付部材２２の枠体固定部２６を嵌め込み、ピボット支持部２８
を床面Ｆに接触するように、或いは、床面Ｆから僅かに離間するように配置し、その状態
で枠体固定部２６を枠体１６の表面に固定ねじ３１を用いて固定する。
【００４２】
　戸パネル１８の下端部に戸パネル側取付部材２４を取り付ける際には、図６に示すよう
に、戸パネル側取付部材２４の水平嵌合片３２ａを戸パネル１８の水平嵌合穴２０ａに嵌
挿し、戸パネル側取付部材２４の垂直嵌合片３２ｂを戸パネル１８の垂直嵌合穴２０ｂに
嵌挿すると共に、固定ねじ５０を用いて水平嵌合片３２ａに垂直嵌合片３２ｂを固定する
。これにより、戸パネル１８への戸パネル固定部３２の取り付けが完了する。
【００４３】
　そして、垂直嵌合片３２ｂの貫通孔４８に水平板部３４の嵌合壁３４ｂを嵌め込み、水
平板部３４の貫通孔５６に固定ねじ５４を挿通すると共に、当該ねじ５４を水平嵌合片３
２ａの水平板部固定用雌ねじ部４４に螺着する。これにより、戸パネル１８への戸パネル
側取付部材２４の取り付けが完了する。
【００４４】
　枠体側取付部材２２及び戸パネル側取付部材２４の取付けが完了した後、図７に示すよ
うに、軸受体３６をピボット３０に上方から被せることによって、戸パネル側取付部材２
４と枠体側取付部材２２とを回動自在に連結する。また、このとき同時に、「他の枠体側
取付部材」（図示省略）と「他の戸パネル側取付部材」（図示省略）とを回動自在に連結
する。
【００４５】
　なお、ピボット３０に対する軸受体３６の取付方法・態様については、上述のように「
軸受体３６をピボット３０に上方から被せる」ものに限定されるものではなく、最終的に
「軸受体３６がピボット３０を回動自在に受け入れる」構造を形成できるものであれば如
何なるものであってもよい。
【００４６】
　そして、ドライバー等の工具を用い、戸パネル１８の幅方向端面に対して略面一に配置
された水平嵌合片３２ａの調節ねじ４６を回転させることによって、戸パネル固定部３２
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に対する水平板部３４の取付位置を前後左右へと移動させ、枠体１６に対する戸パネル１
８の位置を前後左右方向にて調整する。これにより、枠体１６に対する戸パネル１８の取
り付けが完了する。
【００４７】
　なお、本実施例では、図２～４に示すように、枠体側取付部材２２のピボット支持部２
８に上方へ向けて凸となるピボット３０を形成するとともに、戸パネル側取付部材２４の
軸受体支持部３４ｃにピボット３０を下方から受け入れる軸受体３６を形成しているが、
枠体側取付部材２２に軸受体３６を設けると共に、戸パネル側取付部材２４にピボット３
０を設けるようにしてもよい。
【００４８】
　次に、図８に示す第２実施例の取付構造について説明する。図８は、第２実施例の取付
構造に使用されるピボット蝶番の戸パネル側取付部材６０を示す分解斜視図である。第２
実施例の取付構造では、戸パネル固定部６２を構成する垂直嵌合片６２ｂに位置調整機構
(図示せず)が設けられている点で上記第１実施例と異なる。なお、これら以外の部分は前
記第１実施例と同じであるので、上記第１実施例の説明を援用して本実施例の説明に代え
る。
【００４９】
　本実施例の戸パネル側取付部材６０は、図８に示すように、戸パネル固定部６２を有す
る。この戸パネル固定部６２は、戸パネル１８に堀設した水平嵌合穴２１ａ及び垂直嵌合
穴２１ｂに嵌合・固定される部材で、前記水平嵌合穴２１ａに嵌合する水平嵌合片６２ａ
と、垂直嵌合穴２１ｂに嵌合される垂直嵌合片６２ｂとを有する。
【００５０】
　水平嵌合片６２ａは、水平嵌合穴２１ａに嵌合する横臥切欠楕円柱状に形成されたブロ
ック状の部材で、図８に示すように、内部の肉が大きく切り取られ、水平方向にて貫通し
た貫通孔６４が形成されている。この貫通孔６４は、後述する垂直嵌合片６２ｂの水平嵌
合片６２ａ当接側の端面に設けられた調節ねじ７２を調節する際にドライバー等の工具を
差し込むためのものである。つまり、このような貫通孔６４を設けることによって戸パネ
ル１８の幅方向端面側から後述する位置調節機構の調節ねじ７２を操作することができる
。
【００５１】
　また、この水平嵌合片６２ａの水平嵌合穴２１ａへの取付状態における上部には、水平
嵌合片６２ａを垂直嵌合片６２ｂに固定する際に、固定ねじ６６が挿通され、且つその頭
部が係止されるねじ孔６８が穿設されており、下部には、水平嵌合穴２１ａの入口下部に
堀設された係止受け部２１ｄに嵌め込まれる板状の係止部６２ａ１が設けられている。そ
して、この係止部６２ａ１には補助固定用のねじ３８が挿通される貫通孔７０が穿設され
ている。
【００５２】
　垂直嵌合片６２ｂは、垂直嵌合穴２１ｂに嵌合する切欠楕円柱状に形成されたブロック
状の部材で、該垂直嵌合穴２１ｂの内部で水平嵌合片６２ａと連結され、該水平嵌合片３
２ａと協働して戸パネル固定部６２を構成する。
【００５３】
　この垂直嵌合片６２ｂの内部には、図示しないが、該垂直嵌合片６２ｂにねじ止めされ
る水平板部３４の取付位置を前後左右に微調整する位置調節機構が設けられており、この
位置調節機構が、垂直嵌合片６２ｂの水平嵌合片６２ａ当接側の端面に設けられた調節ね
じ７２で調節できるようになっている。又、垂直嵌合片６２ｂの水平嵌合片６２ａ当接側
の端面上部には、固定ねじ６６が螺着される水平嵌合片固定用雌ねじ部７４が設けられて
いる。
【図面の簡単な説明】
【００５４】
【図１】本発明の一実施例(第１実施例)のピボット蝶番の取付構造を示す斜視図である。
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【図２】本発明の一実施例(第１実施例)のピボット蝶番を示す斜視図である。
【図３】枠外側取付部材を示す（ａ）平面図、（ｂ）正面図、（ｃ）底面図、（ｄ）右側
面図である。
【図４】戸パネル側取付部材を示す（ａ）平面図、（ｂ）正面図、（ｃ）底面図、（ｄ）
右側面図である。
【図５】枠体側取付部材の取付態様を示す分解斜視図である。
【図６】戸パネル側取付部材の取付態様を示す分解斜視図である。
【図７】ピボット蝶番の取付構造を示す分解斜視図である。
【図８】他の実施例(第２実施例)の要部(戸パネル側取付部材の戸パネル固定部)を示す分
解斜視図である。
【図９】従来技術を示す分解斜視図である。
【図１０】従来技術において戸パネルが変形した状態を示す斜視図である。
【符号の説明】
【００５５】
１０…(ピボット蝶番の)取付構造
１２…ピボット蝶番
１４…開口部
１６…枠体
１８…上枠
２０ａ,２１ａ…水平嵌合穴
２０ｂ,２１ｂ…垂直嵌合穴
２２…枠体側取付部材
２４,６０…戸パネル側取付部材
２６…枠体固定部
２８…ピボット支持部
３０…ピボット
３２,６２…戸パネル固定部
３２ａ,６２ａ…水平嵌合片
３２ｂ,６２ｂ…垂直嵌合片
３４…水平板部
３６…軸受体
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